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	応用
	抗原情報
	背景
	機能:苦味の知覚に関与している可能性のある受容体で、ガストデューシンと関連しています。消化管の内容物の化学組成を感知する役割を果たしている可能性があります。この受容体の活性は、α ガストデューシンを刺激し、PLC-β-2 の活性化を媒介し、TRPM5 のゲーティングにつながる可能性があります。,その他:ほとんどの味覚細胞は、限られた数の苦味化合物によって活性化される可能性があります。個々の味覚細胞は、苦味刺激を区別できます。,類似性:G タンパク質共役受容体 T2R ファミリーに属します。,機能:苦味の知覚に関与している可能性のある受容体で、ガストデューシンと関連しています。消化管の内容物の化学組成を感知する役割を果たしている可能性があります。この受容体の活性は、α ガストデューシンを刺激し、PLC-β-2 の活性化を媒介し、TRPM5 のゲーティングにつながる可能性があります。,その他:ほとんどの味覚細胞は、限られた数の苦味化合物によって活性化される可能性があります。個々の味覚細胞は苦味刺激を区別することができる。,類似性:Gタンパク質共役受容体T2Rファミリーに属する。,
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	DU145細胞溶解液のウェスタンブロット分析、T2R42ウサギポリクローナル抗体を1:1000に希釈し、4°で一晩

